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日射の影響が無視できる条件下における熱収支法
Heat balance technique under the condition that the influence of solar radiation can be
negligible
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地熱地域からの放熱量を求める手法の一つである熱収支法（Sekioka and Yuhara, 1974）では、単位面積当たりの放熱量
と地熱異常温度（地熱異常地域と通常地域の地表面温度差）とを関連づける比例定数として地熱流量係数が用いられる。
地熱流量係数は対象地域における微気象観測により決定されるが、著者らはこの地熱流量係数の正確な決定のために微
気象連続観測装置を製作して、各地で観測を行い、地熱流量係数に関する幾つかの考察を行ってきた（藤光ほか，2009；
藤光ほか，2010；藤光ほか，2011）。
熱収支法では、地熱異常が認められない地点の地表面温度を基準温度と設定し、基準温度より高い地表面温度を示す地

点はすべて地熱異常地域と考えて解析を行うが、研究を進める中で、日射が基準温度の決定に与える影響が、同手法によ
る放熱量推定の精度を左右する大きな要因の一つであることが判明した。そこで、日射の影響が無視できる場合を想定
し、夜間における人工発熱体を熱源とした観測実験を実施して、新たな解析手法による熱収支法の高精度化を目指した。
新たな解析手法では、日射がない状態における熱収支を考察すると共に、外部拡散係数の決定にリチャードソン数を

導入し、さらに Bowen比の逆数の決定方法を変更した。その結果、人工発熱体からの実際の発熱量とほぼ同じ値の放熱
量が、新たな解析手法により算出された。
本研究を進めるにあたり、当時九州大学大学院工学府地球資源システム工学専攻修士課程の押方彰平氏には、現地観

測やデータ解析などで多大な協力を頂いた。
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